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本
書
は
、
マ
ル
ク
・
ボ
ー
ネ
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
自
由
大
学
に
お
け
る
二
〇

〇
六
年
～
二
〇
〇
七
年
度
の
連
続
講
義
の
内
容
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
著

者
の
ボ
ー
ネ
は
現
在
ベ
ル
ギ
ー
・
ヘ
ン
ト
大
学
の
文
哲
学
部
長
を
務
め
て
お

り
、
同
大
学
の
中
世
史
研
究
室
を
中
心
と
し
た
ベ
ル
ギ
ー
の
中
世
史
学
界
を

長
ら
く
牽
引
し
続
け
て
い
る
。
本
書
に
お
い
て
著
者
は
、
序
章
を
除
く
全
五

章
の
各
テ
ー
マ
を
通
じ
、
近
代
国
家
形
成
以
前
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
地
域

的
統
一
性
の
萌
芽
を
中
世
末
期
の
都
市
社
会
に
求
め
、そ

の
妥
当
性
を
政
治
、

経
済
、
文
化
と
い
っ
た
各
領
域
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
 

 
序
章
「
中
世
の
秋
」
で
は
、
前
近
代
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
統
一
性
を
め

ぐ
る
史
学
史
的
展
開
が
、
主
に
二
〇
世
紀
前
半
に
お
け
る
、
ア
ン
リ
・
ピ
レ

ン
ヌ
と
ヨ
ハ
ン
・
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
対
比
を
軸
と
し
て
整
理
さ
れ
る
。
 

 
第
一
章「
前
近
代
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
民
主
主
義
は
あ
っ
た
か
」で

は
、

ピ
レ
ン
ヌ
以
降
、
商
業
的
自
由
と
集
権
化
の
阻
害
者
と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
に

評
価
さ
れ
て
き
た
中
世
末
期
の
同
職
組
合
の
、
都
市
内
に
お
け
る
役
割
が
再

評
価
さ
れ
る
。
同
職
組
合
に
よ
る
都
市
政
治
の
統
制
は
、
寡
頭
制
的
で
は
あ

る
が
、都

市
の
公
共
善
や
共
同
利
益
を
擁
護
す
る
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る
。

こ
の
点
で
、
同
職
組
合
は
都
市
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
中
核
に
存
在
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
 

 
第
二
章
「
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
お
け
る
都
市
騒
擾
の
伝
統
」
で
は
、
中
世

末
期
に
頻
発
す
る
都
市
騒
擾
を
、
当
地
に
特
有
な
政
治
文
化
形
成
の
主
要
因

と
し
て
解
釈
す
る
。
一
四
世
紀
フ
ラ
ン
ド
ル
の
騒
擾
の
経
験
は
都
市
社
会
の

中
で
集
合
的
暴
力
の
制
度
化
を
促
し
た
。
同
世
紀
以
降
、
騒
擾
は
上
位
権
力

に
対
す
る
儀
礼
化
し
た
都
市
の
権
利
要
求
の
形
式
と
し
て
確
立
す
る
の
で
あ

る
。
 

 
第
三
章
「
社
会
的
統
制
、
行
動
の
統
制
」
で
は
、
諸
権
力
に
よ
る
市
民
の

社
会
生
活
の
統
制
の
あ
り
様
が
、
法
制
史
と
社
会
史
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ

る
。特

に
社
会
史
に
お
け
る
近
年
の
研
究
成
果
が
提
示
さ
れ
、そ

の
中
心
は
、

都
市
に
お
け
る
男
色
の
抑
圧
と
い
う
題
材
に
置
か
れ
て
い
る
。
 

 
第
四
章
「
都
市
風
景
の
権
力
と
解
読
」
で
は
、
中
世
都
市
の
伝
統
的
比
較

対
象
で
あ
る
フ
ラ
ン
ド
ル
と
イ
タ
リ
ア
の
都
市
社
会
が
、
都
市
空
間
に
関
わ

る
近
年
の
知
見
に
基
づ
い
て
再
度
比
較
さ
れ
る
。
中
世
を
通
じ
都
市
国
家
の

形
成
に
至
る
イ
タ
リ
ア
都
市
に
対
し
、
君
主
国
家
に
組
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
フ

ラ
ン
ド
ル
都
市
に
お
い
て
は
、
君
主
権
力
に
よ
る
都
市
空
間
や
都
市
の
記
憶

へ
の
様
々
な
介
入
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
第
五
章
「
都
市
社
会
と
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
国
家
の
形
成
」
で
は
、
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
国
家
の
集
権
化
の
時
代
に
お
け
る
、
君
主
権
力
の
拡
大
の
実
態
が
問
題

と
さ
れ
る
。
君
主
と
都
市
の
自
立
主
義
と
の
単
純
な
対
立
の
中
に
集
権
化
は

還
元
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
税
制
、
司
法
の
面
で
在
地
の
諸
制
度
が
積
極
的

に
活
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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以
上
、
本
書
は
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
を
貫
く
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
政
治
 

文
化
が
都
市
社
会
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
広
範
な
観
点
か
ら
明
ら
 

か
に
し
て
い
る
が
、
表
題
の
「
近
代
市
民
性
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
著
 

者
に
よ
る
「
近
代
性
」
の
定
義
が
明
確
に
提
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
か
不
明
 

瞭
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
は
、
当
地
域
の
み
な
ら
ず
西
欧
 

中
世
都
市
社
会
史
研
究
の
諸
問
題
と
最
新
の
研
究
状
況
を
知
る
上
で
非
常
に
 

有
益
な
書
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
（
池
野
 
健
）
 

  


